「もの言える自由」裁判報告集ー　
『教師の思想・良心の自由と表現の自由』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刊行のお知らせ

　２００５年３月に前任校（都立高校）の卒業式に来賓として参列した教員が、来賓紹介の際に
「おめでとうございます。色々な強制のもとであっても自分で判断し、行動できる力を磨いてい
って下さい」と言った一言が不適切だとして都教委に調査され「指導」処分を受けたことに対し
て、損害賠償請求を提訴しましたが、２００９年７月に最高裁判所は上告棄却を決定しました。
　なんら違法性のない言葉を規制したこの事件が「思想・良心の自由」「表現の自由 」等の基本
的人権を侵害する問題であることを、裁判所はまったく取りあいませんでした。
   教育の場で何が起こっているのか、裁判所はいったい何を行っているのか、この事件の記録
を『「もの言える自由」裁判報告集』にまとめます。
　裁判所の判決全文、原告側の訴状、上告理由書他主な裁判書面、学者意見書など、主要な裁判
書面を網羅すると共に、佐貫浩教授の講演記録、土屋英雄教授の講演要旨も収録します。
   ２００９年１２月に発刊の予定です。Ｂ５判３２０頁、頒価　１，０００円（予定）。

なお、予約いただいた方には送料当方負担でお送り申し上げます。

　どうぞご予約いただきますようお願い申し上げます。
                 　　　２００９年秋　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『もの言える自由」裁判交流会事務局
　　　　　　　　　　　　                 連絡先：電話０８０－３０８４－９４７７
                                        　　　　メールmonoieru2006@yahoo.co.jp
                             　　　　　　郵便振替口座：００１５０－４－２６１０７８
                                 （報告集をお送りする際に振込用紙を同封致します。）
『「もの言える自由」裁判報告集』＝主な収録内容〔予定〕＝
　○「もの言える自由」裁判とは
　○意見書：〔憲法学〕中島徹教授／〔行政法学〕高木光教授／〔教育学〕佐貫浩教授
　○講演記録―上告報告集会記念講演　「今日のこどもたちと表現の自由」　佐貫浩教授　
　○高木光教授論文（『公法研究』掲載）　より
○講演要旨―「教師の思想・良心の自由と表現の自由」　土屋英雄
○〔資料：判決〕　東京地方裁判所　判決／　東京高等裁判所　判決／　最高裁判所　決定
○〔資料：裁判書面〕・訴状　・準備書面　・控訴理由書　・上告理由書・上告受理申立書　他　
　　その他　原告陳述書、交流会誌『響』、弁護団声明　他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  ーーーーーーーーーーーーーーき　り　と　りーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
         （本票を事務局にお渡しいただくか、電話またはメールで下記事項をお知らせください。）　『「もの言える自由」裁判報告集』予約申込書
　　    予約申込者　御氏名（　　　　　　　　　　　　）　予約数（　　　　冊）
　　　　送付先　（郵便番号          　　　  ）
        御住所（                                             　　　　　　　　　）
　　　　連絡先電話番号またはメールアドレス（           　　             　　　）
